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“ビジネス機会”創出模索異業種交流会
「認知症」開催～地域課題解決の仕組みづくり～
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R05.11.14／袋井新産業会館キラットあきはホール
地域課題解決を通じたビジネス機会創出模索交流会「認知症」

11月14日、地域の“困りごと”（課題）を地域内の異業種が
連携して解決するとともに、ビジネス機会の創出にもつながる
“仕組み”への発展可能性を模索するため、袋井南部地域包括支
援センター（地域高齢者の健康・生活を包括的に支援する組織）との共催で、
「認知症」をテーマとした異業種交流会を開催。約30人が参加
し、課題の抽出・共有を行いました。
はじめに、認知症当事者のご家族から「認知症の状況や経過」
「生活上での課題」等をお話いただいた上、地域支援者、行政、
地域企業・事業者、金融機関等の出席者全員で意見交換を実施。
それぞれの立場から、率直な想いや感じていることなどについて
発言があり、大変有意義な時間となりました。
今回出された意見等を整理した上、改めて多様な視点で課題を
掘り下げるとともに、課題の解決方法を話し合う機会・場を設け
てまいります。



●認知症の症状は様々であり、被介護者、介護者の双方をしっかりサポートしていく体制構築が重要。
これを支援機関だけでなく、行政や企業、金融機関とも協力して地域課題解決につなげていければ大変
素晴らしい。ぜひ皆の力を合わせて誰もが暮らしやすい、住みやすい地域を創っていければ。

●健康づくり、認知症予防には、人と人との“交流”がとても重要であり、地域での「居場所づくり」それを
担う大切な場。認知症の症状は人それぞれであり、対応は難しい部分があるものの、特別扱いはせず、
何気ない会話をすることが有効だと考える。

●生活上の心配としては、特に「転倒」がある。玄関など、家の中でも様々なところに危険があるが、転ん
でも骨折等がしにくい歩行快適・衝撃低減を両立したマット（浜松市内企業の製品）が対策として非常に
有効であった。このような製品があることが広く知られることを切に願う。

●介護する側も「心理的負担」「身体的負担」「金銭的負担」が伴う。特に「心理的負担」が大きい。
認知症の症状として、“人の話を聞かない”“被害妄想”“同じ話を何度もする”等があるほか、性格が変
わってしまうということもあり、“拒否的な気持ち”と受容の気持ち”の心理的葛藤が生じた。
また、介護と仕事との両立は非常に負担が大きく、職場に迷惑をかけているとの思いから、仕事を辞め

ようと思ったことが何度もある。
自らも共倒れしないためには、できる限り自分がフリーになる時間を作るとともに、ケアマネジャー

（地域包括支援センター）など、専門職の支援を受けること等が大切。

●認知症は、「身体的な制限」や「環境の変化」を原因として、急激に進行する。できる限り当事者が自分
自身で安心して暮らしていける環境としていくことが重要。

●認知症を発症した場合、①できるだけ進行を遅くする、②実際進行したときにしっかりサポートできる
体制を整える、の２つが大事。地域の皆さんが交わる場・機会を中心に、行政、医療等がどのうように
サポートしていくか。ぜひ第２回、３回とこのような場・機会を設け、色々な切り口から皆で解決する仕組み
を考えていきたい。
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意見要旨

認知症当事者ご家族（3人） 笑話の集い（地域支援者） 掛之上これからの会（地域支援者）

民生委員（地域支援者） 株式会社ジャストワーク 株式会社平田鉄工所

フリーアナウンサー神谷宥希枝さん 袋井南部地域包括支援センター 袋井市総合健康センター健康長寿課
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●認知症が進行していく前の予防・リハビリがとても重要であるが、そのような場・機会に行くことを嫌が
ることがあった。結果、認知症もフレイルも進んでいくこととなった。気軽に行ける、参加できるようなサービ
スがあると良い。

●金融機関での手続きが非常に困難。本人証明できるものが無い場合、あるいは当事者が金融機関に
行けない場合、手続きをすることはとても大変だった。何か対策方法があると助かる。
⇒金融機関から「将来のための代理人サポートサービス」を案内

●モノづくり企業として、認知症の方の「危険回避」に力が発揮できるのではないか。大切なのは、そこに
“愛”があるかどうか。それがより良い製品・サービスを創り出すことにつながるのではないか。


